
 

 

令和５年度 第２回岡山県総合教育会議 

 

日 時：令和６(2024)年１月 19日(金)13：10～13：50 

場 所：県庁３階 第１会議室 

 

 

＜ 次 第 ＞ 

 

１ 開 会 

 

 

 

 

２ 議 事 

「長期欠席・不登校対策」 

 

 

 

３ 閉 会 

 

 

 

  

 

 

 



 

 

令和５年度 第２回岡山県総合教育会議 出席者名簿 

 

                 （敬 称 略）  

 

 

役   職 氏   名 

知   事 伊原木  隆 太 

教 育 長 鍵
かぎ

 本
もと

  芳
よし

 明
あき

 

教 育 委 員      田
た

 野
の

  美
み

 佐
さ

 

教 育 委 員      梶
かじ

 谷
たに

   俊
しゅん

  介
すけ

 

教 育 委 員      松
まつ

 田
だ

  欣
きん

 也
や

 

教 育 委 員      上
かみ

 地
じ

  玲
れい

 子
こ

 

教 育 委 員      服
はっ

 部
とり

  俊
とし

 也
や

 

赤磐市立磐梨中学校長 川
かわ

 上
かみ

  慎
しん

 治
じ

 



日時：令和６(2024)年１月19日(金)13:10～13:50

場所：県庁３階第１会議室

事務局

プレス席

○人権教育
・生徒指導課長

○ 服部
はっとり

　俊也
としや

    　  委員

梶谷
かじたに

　俊介
しゅんすけ

        委員

田野
たの

　美佐
みさ

        委員
○

○

令和５年度　第２回岡山県総合教育会議　配席図

出入口

　　　　校長

○

○

伊原木知事

○

鍵本
かぎもと

　芳明
よしあき

○
教育長

○ 松田
まつだ

　欣也
きんや

        委員

上地
かみじ

　玲子
れいこ

○
        委員

○ 川上　慎治
かわかみ　　　しんじ

○

モニター

ＰＣ

総合政策局長

政策推進監

政策推進課長

プレス席



長期欠席・不登校対策について 

１ 国の動向 

 
  文部科学省では、近年の不登校児童生徒の増加を受け、令和５年３月に「誰一人取り残され

ない学びの保障に向けた不登校対策」（ＣＯＣＯＬＯプラン）を取りまとめ、「不登校児童生徒

全ての学びの場の確保」「小さなＳＯＳを見逃さず、チーム学校で支援」等の方針が示された。

また、１０月に公表された、国の調査結果において、不登校児童生徒数等が過去最多となった

ことを受け、「不登校・いじめ緊急対策パッケージ」を取りまとめ、ＣＯＣＯＬＯプランを前

倒しして進めるとし、校内教育支援センターの設置をはじめとする、多様な学びの場の確保等

の取組を改めて推進するようを求めている。 

  また、１１月に「不登校児童生徒への支援に対する基本的な考え方」を改めて通知し、学校

という場は、多くの人たちとの関わりの中で様々な体験や経験を通して、実社会に出て役立つ

生きる力を養う場であり、学校自らが、誰もが安心して学べる魅力ある学校づくりに取り組み、

学校において適切な指導や支援が受けられるよう求めている。 

 

 

２ 本県の状況 

 
  本県における 1,000人当たりの不登校出現率は、小中学校で全国平均を下回り、高等学校に

おいては、全国平均を上回っているものの、全国平均との差が小さくなるなど、一定の成果が

みられる。しかしながら、不登校児童生徒数は、全ての校種において全国と同様に増加傾向に

あり、憂慮すべき状況である。 
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３ 来年度の方向性について 
（１）心の居場所推進プロジェクト（Ｒ元～） 

  ・ 指定校の推移（R5年 12月末現在の予定学校数）＊小学校は R2年度より開始 
 

校数 R元 R2 R3 R4 R5 R6(予定) 

小学校  3校 5校 9校 11校 14校 

中学校 3校 9校 11校 19校 33校 40校 
   

・ 不登校児童生徒等を支援する専属教員と市町村費支援員（中学校のみ）を配置し、 

専用の教室で一人一人のニーズに応じた多様な学びの場を確保。 
 

（２）小学校におけるシステム化推進事業（Ｈ26～） 

  ・ 登校支援員及び別室支援員の推移 ＊別室支援員は R4より開始 

配置校数 R3(103校) R4（102校） R5（121校） 

登校支援員配置校 103校 102校 97校 

別室支援員配置校  20校 49校 
     ※ 登校支援員及び別室支援員を両方配置の学校があるため、配置校数が合わない。 

・ 県費支援員を配置し、登校しづらい児童の登校支援、教室へ入りづらい児童の別室（自 

立応援室）支援を行う。 

 
※公立小中学校の自立応援室設置状況（令和４年度末） ※岡山市を除く 

 
 

 

 

 

（３）思春期サポート事業（Ｈ21～） 

・ 県立高等学校に心理の専門家等を派遣。 派遣回数 「R5：19回 → R6：24回」                 

・ 心理の専門家等を月平均２回派遣し、不登校に悩む生徒やその保護者と継続的に関わり、

不登校の解消に努める。また、校内研修等を充実させ、学校の不登校に関する対応力を向

上させ未然防止に努める。 
 

（４）県立高校内に教育支援センター「My Place」を設置（新規） 

  ・ 県立高等学校(1校)内に、様々な理由で登校できていないが、高校進学を目指している

中学生の「新たな居場所（岡山県教育支援センター My Place）」となる教育支援センター

を設置。 
 

（５）不登校児童生徒「心の居場所」オンライン支援事業（新規） 

  ・ 人と関わることが困難な不登校児童生徒に対し、社会的自立に向けたきっかけの一つと

して「新たな居場所（仮想空間：メタバース）」をオンライン上に整備。 
 

（６）1人１台端末を活用した心の健康観察調査研究事業（新規） 

  ・ 児童生徒のメンタルヘルスの悪化や小さな SOS等の変容を早期に把握し、早期に積極的

に対応することで、不登校の未然防止に努める。 
 

（７）夢や目標の具現化に向けた自己存在感・充実感を感じられる学校・学級づくり 

   ・ 授業改善の推進･･･課題解決に向け、自ら学び方を選択し、「分かった」、「できた」が共

感できる。 

    ・ 道徳・特別活動・総合の充実･･･多様な「人・もの・コト」と関わりながら、自分の良

さや可能性に気付き、自己の生き方に繋げて考えるこ

とができる。 

  ・ 人権を尊重する環境づくり･･･自分が大切にされていると実感し、自他の大切さを認め

合うことができる。 

 県事業 独自運営 未設置 

小学校数（割合） 29校(10％) 52校（18％） 206校(72％) 

中学校数（割合） 19校(16％) 58校（50％） 39校(34％) 
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長 期 欠 席 ・ 不 登 校 対 策

重
点
的
支
援

早
期
対
応

対 象

• 有資格であるＳＳＷを公立小・中・義務教育・中等教育・高校へ配置

スクールソーシャルワーカーを活用した行動連携推進事業

未
然
防
止

スクールカウンセラー配置事業

思春期サポート事業
• 高校における不登校等の支援充実のための教育相談体制の強化
勤務日数の拡充 １９日／年 ⇒ ２４日／年

（長期欠席・不登校対策スタンダード普及徹底事業）

小学校における長期欠席・
不登校対策システム化推進事業

登校アプローチ

登校支援員

教室

別室支援員

別室支援

教室家庭
自立
応援室

【中学校】（３３校
【小学校】（１１校

◆児童生徒と 『つながり』を

切らないためのＩＣＴを活用

した不登校対策

小・中・高等学校における不登校の出現割合（児童生徒１千人当たり）の全国平均との差

『岡山型長期欠席・不登校対策スタンダード』に基づく対応の徹底
 登校や外出の状況等に基づき、「状態０」から、「状態６」までの７段階に区分した状態評価の導入による
児童生徒一人ひとりの状態に応じた対応

 支援対象者リスト等による長期欠席・不登校に関する情報の一元化・可視化の推進
 『スタンダード増補版』を活用した、別室指導やＩＣＴの活用による不登校対策を推進

夢や目標の具現化に向けた自己存在感・充実感を感じられる学校・学級づくり
◎授業改善の推進・・・課題解決に向け、自ら学び方を選択し「わかった」「できた」が実感できる
◎道徳・特別活動・総合の充実・・・多様な「人・もの・コト」と関わりながら自分のよさや可能性に気付き、

自己の生き方につなげて考えることができる
◎人権を尊重する環境づくり ・・・自分が大切にされていると実感し、自他の大切さを認め合うことができる

す
べ
て
の
児
童
生
徒

• 自立応援室（別室）の設置・運営に

対する支援を行う推進員を配置

（現況） R4 : -5.1人 → （Ｒ６目標） 全国平均値以下

心の居場所推進プロジェクト

• 全公立小・中・義務教育・中等教育学校へ配置

県立高校内に教育支援センター「Ｍｙ Ｐｌａｃｅ」を設置

不登校児童生徒「心の居場所」オンライン支援事業

• 進学意欲のある不登校の中学生を対象とする教育支援センターを
県立高校１校に新たに設置

• 社会へつながることが困難な不登校児童生徒に対し、オンライン上の居場所を確保

新規

○オンライン応援室

１人１台端末を活用した心の健康観察調査研究事業
・ 児童生徒の心や体調の変化を早期に発見し、適切な支援につなげるために、

心の健康観察アプリの効果的な活用方法を研究

新規

新規

→ 拡充）
→ 拡充）
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